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解酵素の alkaline phosphatase, acid phosphatase および、脱水素酵素である succinate， lactate, 
glucase-6-phosphate dehydrogenase の反応を，経目的に観察した。血管像の観察には，総頚動脈よ
り 10%沃化銀コロイドを注入後，移植部を採取，ホルマリン固定の後，厚さ 1mm の水平断切片を作
成して， 25 KVP, 9mA ソフトレントゲンにて撮影，観察した。
組織学的観察では，移植 5 日目を中心に，移植片の結合織の一部に硝子変性像や壊死像がみられ，




組織化学的には，通常，犬の正常頬粘膜には強度の alkaline phosphatase 活性があり， 皮膚の上
皮には認められないが， 移植 2 週頃から移植片上皮基底層 lこ軽度の alkaline phosphatase 活性が出
現し， 24週にわたり同程度の酵素活性を維持した。 Acid phosphatase については， 正常頬粘膜・皮
膚共に上皮に強い活性があるが，移植片の acid phosphatase 活性は，移植後も顕著に変化しなかっ
た。脱水素酵素群に関しては，正常皮膚上皮の酵素活性は通常中等度であり，頬粘膜上皮では強度で




性度を示した。移植片の結合織の脱水素酵素活性は， lactate dehydrogenase が高く， succinate, 
glucose-6-phosphate dehydrogenase は低かった。なお移植時に採取した恵、皮部皮膚の一部を遊離皮
膚片として， 37 0C 湿潤室に放置し，経目的に酵素活性の変化を組織化学的に観察した結果， alkaline , 




れなかった。 5 日自には， 移植片に母床の血管と連絡を有する新生血管の侵入がみられ， 7 日自に
は，さらに侵入して，上皮直下に達した血管が認められた。 10 日目には，一時移植片内に血管の増加
がみられたが， 14 日目には減少し，以後著変はなく，血管の修復は14 日でほぼ完了するものと考えら
れる。




皮膚の形態を示したが， 組織化学的には， 移植片上皮に alkaline phosphatase 活性が出現したこ
と，および脱水素酵素活性が頬粘膜上皮のそれと同程度の活性度を示したことより，口腔内へ移植さ
れた全層皮膚片は，組織化学的には，口腔粘膜化傾向にあるものと考えられる。
論文の審査結果の要旨
本研究は，口腔粘膜に自家移植された全層皮膚片を病理組織学的ならびに酵素組織化学的に研究し
たもので，従来明らかにされていなかった移植片の生着に関して重要な知見を得た価値ある業績であ
る。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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